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申込方法
１月上旬に「人間ドック利用申込書」を対象者に配布しますので、期日までに所属所の共済事務担当課へご
提出ください。（締切りは所属所によって異なります。）

助成の対象者および費用の負担割合等

40歳以上76歳未満の組合員および被扶養配偶者の受診
特定健診の対象となる者が人間ドックを受診した場合、特定健診を受診したとみなします。
そのため、人間ドック利用申込をされた被扶養配偶者の方には特定健診受診券を発行しません。

注意事項
・任意継続組合員は対象とならないため、今年度末に退職予定の方は申込できません。
・共済組合申込締切日以降の申込は受け付けられませんので、忘れずに手続きしてください。
・契約料金等は、利用申込書とあわせて配布する「平成23年度人間ドック健診料金等一覧表」をご覧くだ
さい。
・共済組合助成額が助成限度額をこえない場合は、その額が助成額となります。
・人間ドックの受診結果について、健診機関から共済組合へ提供することに同意されない場合は、申込でき
ません。
・助成対象者の年齢は平成23年度中に到達する年齢とし、該当年齢に到達しない場合は申込できません。
・在職派遣職員は助成対象となります。ただし、退職派遣者は対象とならないため申込できません。
・各健診区分に含まれる検査項目は、各健診機関によって異なる場合があります。項目等詳細については共
済事務担当課へお尋ねください。
・人間ドック助成事業により共済組合および健診機関が取得した個人情報は、山口県市町村職員共済組合個
人情報保護に関する規程および各健診機関と取り交わした契約により保護されます。

人間ドック健診スケジュール

区　分
助成対象者

(平成23年度到達年齢)
費用の負担割合（平成23年度予定）

一泊二日 40歳以上の組合員 契約料金の6.5割
ただし、2万5千円を限度とする。 ・共済組合助成額をこえる部分

・契約に含まれない任意検査費用日帰り
30歳以上の組合員

30歳以上の被扶養配偶者
契約料金の5割
ただし、1万5千円を限度とする。

共済組合助成額 受診者負担額

平成23年１月上旬 「平成23年度人間ドック利用申込書」等の送付（所属所の共済事務担当課あて）

〃 各所属所・募集開始（開始日は所属所によって異なります。）

各所属所・申込締切（締切日は所属所によって異なります。）

2月中旬 共済組合への申込書提出締切（共済組合必着）

3月上旬 共済組合で申込資格審査を行った後、健診機関および所属所へ通知

3月下旬以降 医療機関から、所属所の共済事務担当課を通じて、健診日程の調整

健診日決定後 所属所の共済事務担当課から、健診グッズおよび「受診のご案内」を交付

健診日当日
組合員証（保険証）等を持参
共済組合助成額を除く費用については、健診日当日に健診機関に支払い

平成23年度の人間ドック助成事業
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特定健診・特定保健指導

平成平成2121年度の結果を国に報告しました年度の結果を国に報告しました

ご協力をいただきまして、特定健診の受診率は目標値を達成しました。
このうち、組合員については勤務先の健康診断や人間ドックの結果を特定健診の結果にかえることと

しており、受診率は91.9％となりました。被扶養者（任意継続組合員とその被扶養者を含む）については
受診券を配布してお近くの契約機関で受診していただくこととしており、受診率は28.0％となっています。
被扶養者の受診率をあげていくことが、今後の課題となっています。
特定保健指導については、地域によって利用できる指導機関の数に格差があることなどから、利用券

を近くの指導機関で使用する方法のほか、業者と契約し、職場内に設定した会場へ特定保健指導者を派
遣する方法を試験的に行い約30名にご利用をいただきました。特定保健指導の利用案内が遅くなったた
め、実際には21年度の国への報告までに共済組合に最終報告が到着していない利用者も何名かおられま
す。これらのデータは次年度に報告することとなっています。しかし、これらの数を含めても目標値と
乖離があることから、利用の案内方法を検討していくこととしています。

集計事項 21年度

全体事項

① 特定健康診査対象者数 14,333人

特定健康診査の対象となる被扶養者の数 4,260人

② 特定健康診査受診者数 10,273人

A 健診受診率 71.7％

特定保健指導に

関する事項

③ 評価対象者数 10,279人

特定保健指導（積極的支援）の対象者数 1,402人

④ 特定保健指導（積極的支援）の対象者の割合 13.6％

特定保健指導（積極的支援）の終了者数 42人

特定保健指導（動機付け支援）の対象者数 750人

④ 特定保健指導（動機付け支援）の対象者の割合 7.3％

特定保健指導（動機付け支援）の終了者数 9人

特定保健指導の対象者数（小計） 2,152人

⑤ 特定保健指導の終了者数（小計） 52人

①　特定健康診査の対象となる者は、共済組合の組合員および被扶養者（任意継続組合員とその被扶養者
を含む。）のうち、平成21年度に40～74歳に到達する者（妊婦等、一定の要件に該当する者を除く。）

②　①のうち、特定健診の定められた項目をすべて完了した者
③　②の者に加え、全ての健診は受診できなかったものの、階層化が可能な対象者も含んだ数
④　国の推計では40～74歳の発生率は積極的支援11.5％、動機付け支援13.4％
⑤　特定保健指導を終了した者のうち、共済組合に10月までに報告があった者

（表中A） （目標値）

（表中B） （目標値）

20年度

14,613人

4,423人

8,679人

59.4％

10,456人

1,361人

13.0％

8人

774人

7.4％

10人

2,135人

18人

B 特定保健指導の終了者（小計）の割合 2.4％ 0.8％

平成22年度の目標は特定健診受診率77.8％、特定保健指導実施率25％
平成22年度の特定健診については、10月末の時点で約5,300名の受診データを受領しています。特定保健指導に

ついては契約指導機関で利用できる特定保健指導利用券を対象者全員に順次配布しているほか、指導者を職場へ
派遣する方法による面談（100人程度を予定）を行っています。
共済組合ではこれからも制度のご案内や特定保健指導の方法など工夫して参りますので、平成24年度の目標値、

特定健診受診率80％・特定保健指導実施率45％達成に向けて、引き続きご協力をお願いします。



年
金
学
校

Yamaguc
hi

11

 



12

11月２日に開催された第３回組合会において、保健施設「シーサイドパレス萩」を有料老人ホーム及び

居宅介護事業所としての利活用計画を有する「医療法人水の木会」に２億５千１百万円（建物に係る消費

税を含む。）で売り払うことが議決されました。

これを受け、11月15日に落札者との不動産売買契約を締結し、今年３月を目処に引渡しの準備を進める

こととなりました。

平成７年８月に開業して以来、組合員やご家族のみなさんを始めとし多くの方々に支えられてまいりま

したが、いよいよ今月末までの営業をもって閉館することとなります。職員一同、みなさんのこれまで

のご愛顧に心より感謝申し上げるとともに、最後までみなさんのお越しをお待ちしております。

「シーサイドパレス萩」の営業は

平成23年１月31日（月）午後２時で終了し、閉館します。
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